
特定非営利活動法人 奈良県防災士会

令和３年度 第５回 理事会 議事録

１．日 時 令和４年１月２２日（土） 午後１時１５分から２時１３分

２．場 所 川西町文化会館 ２Ｆ サークル室（Ａ、Ｂ）

３．出席者数 理事総数１８名のうち出席者数１３名・表決委任者数 ２名

監事総数２名のうち出席者数２名

４．報告事項

報第１号 ソロプチミスと クラブ賞受賞について

報第２号 日本防災士会本部より支援金受給について

報第３号 日本防災士会本部理事会の報告について

報第４号 日本防災士会女性防災推進委員会第２回、第３回委員会について

報第５号 令和４年度総会日程について

報第６号 問題行動会員の対処について

報第７号 奈良県防災士会会員の年齢構成等について

報第８号 災害時の初動体制について

５．協議事項

議第 1号 当面の日程について

６．その他

なし

７．議事の経過の概要及び議決の結果

（１）開会

理事長末田政一氏が開会を宣言した。

司会者である八幡領事務統括から本会が定款第 36条に基づき成立している旨の報

告がなされた。

（２）議長選出

定款第 35条により理事長が議長を務める。

（３）議事録署名人の選出及び書記記録人の指名

議長より議事録署名人選出に関する事項を諮ったところ、「議長一任」の声があっ



たので、議事録署名人に北村理事・堀田監事を選出することに決定した。

なお、本理事会記録者に八幡領理事を指名した。

（４）議事審議

議長が議事の審議開始を宣言した。

一． 報告事項

報第１号は、末田理事長から以下のとおり報告された。

ソロプチミストクラブ賞を受けてきました。副賞として３万円をいただき、

会計収入として処理しております。主催者から防災で頑張っている団体があり

ましたら情報提供いただきたいとのこと。

報第２号は、八幡領理事から以下のとおり報告された。

昨年末に支部の会員名簿を添えて支援金申請提出したところ、１２月２８日に

１５２，４００円（１２７名分）の支給があった。

報第３号は、植村副理事長相談役から以下のとおり報告された。

各支部の状況、取り組み報告がなされた。

都道府県１支部として進めているが、かなり差が激しい。それぞれ頑張って

取り組んでほしいことと、本部の理事の役割を明確化したい。今までは本部の

理事は支部の代表という認識を持たれているようであったが、そうではなく本

部理事は本部の仕事をしていただくということを理解していただきたい。支部

長と本部理事を兼務するよりは本部の仕事ができる方を選出していただくよう

調整していただきたいとの話があった。

支部長会議開催を進めているとのこと。東日本と西日本の２つのグループに

分け、２月１２日に奈良県支部として末田理事長、八幡領理事、本部理事とし

て植村副理事長が出席予定である。

関西支部連では次の連絡会議で防災活動がきちっとできるような取り組みに

ついて話し合いが行われる予定である。

女性防災推進委員会を積極的に進めるとのこと。

報第４号は、石川理事から以下のとおり報告された。

１２月９日の第２回委員会では、全国各支部に女性部等の組織を立ち上げる

という提案があった。他に、各委員が企画を持ち寄ってアイデアを共有するこ

とになった。

１月１３日の第３回委員会では、各委員から提案があった取り組みについて

運営委員で審議することになった。全支部に女性部組織の設立を目指すことに

なった。

運営委員とは女性推進員の中から選出された６名（東日本地域から３名、西

日本地域から３名からなる。）のこと。



報第５号は、末田理事長から以下のとおり報告された。

コロナ禍で過去２回の総会が書面議決となっている。次回は正会員のみ出席

のもと総会を開催したいと考えている。そこで、奈良県バスターミナルではオ

ンラインも利用できるので、いざというときにはオンラインに切り替えられる

し、ハイブリットも利用できる。会場の都合もあるかもしれないが奈良県バス

ターミナルでの開催とする。日程については、令和４年５月２９日の日曜日午

後とする。

報第６号は、末田理事長から以下のとおり報告された。

前回、協議事項で対処について諮っていただいた内容通り、末田理事長より

口頭で、１年間の活動停止を本人に伝えた。問題行動会員について何か気づく

ことがあれば情報共有すること。

報第７号は、板垣理事から以下のとおり報告された。

１月１８日現在で会員総数４２３名。生年月日の情報から年齢が判明する会

員は３９７名。１０代１名、２０代２名、３０代１２名、４０代２９名、５０

代６４名、６０代１２１名、７０代１４２名、８０代２６名。最高齢８５歳。

平均年齢６４．９２歳。６５歳以上の高齢化率は６２．２２％。

報第８号は、板垣理事、植村副理事長から以下のとおり報告された。

奈良防災プラットフォームでは奈良県内の自然災害初動体制について話し合

われた。災害が発生した場合、防災プラットフォーム参加団体は参集すること

にはなっているが、具体的な活動が決まっていない状況である。各団体でどの

ような活動を行うかを議論すべきである。

これに対し、次の総会までに具体的な体制までは決めることはできないかも

しれないが、災害発生後の体制について方向性を示せればと考えている。最終

的には大規模災害が発生したときに当会がどのような活動をすべきかを決めお

くべきという提言があった。

以上、報第１号から報第４号議案について全員異議なしとし承認された。

二． 協議事項

議題１号の当面の日程について、八幡領理事から会議資料より説明があり修正、追

加等が行われ可決承認がなされた。

三． その他報告、協議事項

なし



次回理事会の日程について協議の結果下記のとおり決定

日 時 令和４年４月３日（日）開催時間未定

会 場 未定

以上をもって、議長から理事会の議事が終了した旨が述べられ、閉会が宣言され

た。

以上、この議事録が正確であることを証します。

令和 年 月 日

議 長 ㊞

議事録署名人 ㊞

議事録署名人 ㊞


